4.各部門の活動内容　診療情報管理室 by 村田 健
礁診療情報管理室
　平成19年度、退院数944名（月平均78．7名）であった。退院数は前年度1164名（月平均97名）、前々年度退院数
1230名（月平均102，5名）で退院数減少がみられた（ドック除く）。又、退院数の減少により平均在院日数の上昇
も見られた。
　平均在院日数に対して、医事課長と協力し入院患者の平均在院日数減少のためデータを取りまとめ、現状を
Drに報告、看護部に促し対策を考えて頂いた結果平均在院日数の減少に繋がりました。
　情報室の業務としては、診療情報開示の件数が多かったと思われる（件数下記参照）。
　開示では、保存期限後の受け取り希望、郵送での受け取り希望等が新しく行われた。
　又、前年度から行っているDPC調査協力で様式1のデータ提出（7月～12月分）を行いました。DPC対象
病院に向けて取り組んでいましたがDPCへの意向は行わないとの事で少々残念な気持ちではあります。19年度
よりシステム開発室の発足に伴い業務も行う事になりました。
◎診療情報開示件数（計8件）
　平成19年5月　　1件
　平成19年6月　　2件
　平成19年11月　　1件
平成19年10月　　1件
平成19年7月　　1件
平成20年1月　　2件
◎研修会活動状況（平成19年4月～平成20年3月）
　平成19年10月　　第110回北海道診療録管理研究会参加
　平成19年12月　　第111回北海道診療録管理研究会参加
　平成20年2月　　第28回札幌市病院学会参加
◎委員会参加活動
　・診療情報管理委員会
　・診療情報提供委員会
　・クリティカルパス委員会
　・QC活動推進委員会
・看護部セーフティマネジメント委員会
・院内安全検討委員会
・安全管理委員会
※これからの展望
　　診療記録に関わる診療情報管理室の業務向上に努めたい。
　　次の病院機能評価機構の認定更新に係る診療記録に関する見直しや保管管理、量的、質的点検業務等や診療
　情報開示を希望する患者様も増えてきているので個人情報の管理も厳重に行うよう努めていきたいと思います。
　又、兼システム開発室勤務ともなりシステム開発に関する業務にも力をいれていきたいと思います。
文責　村田　　健
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平成19年度死亡数
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退院数
平成19年度呼吸器 循環器 消化器 退院数
4　月 44 44 0 88
5　月 39 47 1 87
6　月 47 35 2 84
7　月 52 43 2 97
8　月 38 33 0 71
9　月 34 31 0 65
10月 44 38 0 82
11月 31 48 1 80
12　月 35 56 0 91
1　月 26 23 0 49
2　月 34 40 1 75
3　月 34 41 0 75
合　　計 458 479 7 944
死亡数
平成19年度呼吸器 循環器 消化器 合計
4　月 1 5 0 6
5　月 3 2 0 5
6　月 1 2 0 3
7　月 3 4 0 7
8　月 2 2 0 4
9　月 5 0 0 5
10　月 5 2 0 7
11月 2 0 0 2
12　月 3 4 0 7
1　月 1 1 0 2
2　月 3 1 0 4
3　月 3 1 0 4
診療科病婦 32 24 0 56
※ドック除く
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平成19年度年間地区別退院一覧
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圓石狩■空知□後志□日高■宗谷國網走■胆振O留萌■渡島■檜山□十勝□上川■道外
石　　狩 839空　　知 26後　　志 17 日　　高 12宗　　谷 11網　　走 10胆　　振 9 留　　萌 7 渡　　島 2 檜　　山 2 十　　勝 L 上　　川 1 道　　外 7
札幌市 79了夕張市 9 小樽市 6 新ひだかc丁 9 稚内市 8 網走市 5 苫小牧市 5 遠別町 2 長万部町 1 奥尻町 1 音更町 1 士別市 1 その他 7
北広島市 14岩見沢市 4 倶知安町 3 浦河lll∫ 2 利尻日1丁 2 北見市 2 室蘭市 2 留萌市 2 八雲町 1 今金町 1
石1守市 13長沼111丁 4 喜茂別町 2 Eヨ高町 1 豊富町 1 滝上町 1 登別市 1 増毛町 2
江別市 8 芦別市 2 留寿都村 2 雄武1日1『 1 安平Ill∫ 1 天塩町 1
恵庭市 5 月形町 2 ニセコ町 2 紋別市 1
当別田町 2 美唄市 2 蘭越田1 1
赤平市 2 余市町 1
滝川市 1
平成19年度年間札幌市別退院一覧
南区
8％
豊平区
　8％
北区
8％
白石区清赴謖冾撃結謗阡ｮ区
　5％
東区
9％ 西区
11％
中央区
41％
圃中央区
■西区
□東区
□北区
■豊平区
國南区
■白石区
［コ清田区
■厚別区
圃手稲区
札幌市別 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 累計
中央区 30 33 33 35 30 14 24 29 36 21 28 25 338
西　　　区 12 3 10 8 3 8 12 8 7 4 6 11 92
東　　区 8 8 5 6 5 3 11 7 8 2 5 3 71
北　　区 7 3 5 8 3 6 3 6 6 5 7 4 63
豊平区 5 4 6 2 2 7 8 5 6 3 4 9 61
南　　　区 3 9 3 9 6 6 6 3 4 3 3 6 6！
白石区 3 2 5 4 2 3 4 1 4 1 6 5 40
清田　区 5 6 3 4 2 0 3 5 3 0 2 3 36
厚別区 4 0 1 3 0 1 3 2 2 4 1 0 21手稲区 1 2 1 2 0 3 2 0 3 0 0 0 14
合　　計 78 70 72 81 53 5！ 76 66 79 43 62 66 797
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平成19年度年間年代別退院
14％
團10代
■20代
□30代
□40代
■50代
園60代
■70代
ロ80代
■90代
團100代
年代 4月 5月 6月 7月　8月 9月 10月 11月 12月　1月2月 3月 累計
10代 1 0 1 0 2 0 1 0 0 0 0 0 5
20代 2 1 3 3 3 0 1 5 2 0 2 2 24
30代 3 2 3 3 1 5 3 7 4 1 6 1 39
40代 1 8 5 7 2 1 8 4 6 6 10 9 67
50代 13 13 16 11 9 8 7 13 12 9 8 11 130
60代 19 19 15 23 16 14 19 16 17 12 17 11 198
70代 23 2！ 25 29 22 21 27 22 31 12 19 24 276
80代 21 21 13 16 15 14 15 11 16 8 11 17 178
90代 5 2 3 5 1 2 1 2 3 1 2 0 27
100代 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
合計 88 87 84 97 71 65 82 80 91 49 75 75 944
平成19年度年間性別退院
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圖
女性
40％
男性
60％
性別 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 累計
男　性 50 53 53 62 40 37 54 42 52 34 47 45 569
女　性 38 34 31 35 31 28 28 38 39 15 28 30 375
合計 88 87 84 97 71 65 82　　8091 49 75 75　944
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平成19年度年間入院目的
23．8％
　　0．2％2．9％
54．6％
国加療を目的とした場合（教育入院等を含む）
■診断のみを目的とした場合（検査入院等）
□診断目的で入院したが、診断結果に基づき加療を行った場合
□経過観察
■手術目的
国計画された短期入院の繰り返し（化学療法等）
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4月　5月　6月　7月　8月　9月10月11月12月1月　2月　3月
回加療を目的とした場合（教育入院等を含む）
■診断のみを目的とした場合（検査入院等）
□診断目的で入院したが、診断結果に基づき加療を行った場合
□経過観察
■手術目的
図計画された短期入院の繰り返し（化学療法等）
入　院　目　的 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月1月 2月 3月 累計
加療を目的とした場合（教育入院等を含む） 47 48 38 43 36 34 47 57 55 27 42 41 515
診断のみを目的とした場合（検査入院等） 21 16 25 30 20 18 18 9 18 11 20 19 225
診断目的で入院したが、診断結果に基づき加療を行った場合 16 18 19 22 13 9 14 12 16 10 12 13 174
経過観察 3 4 2 2 2 4 3 2 1 1 1 2 27
手術目的 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 2
計画された短期入院の繰り返し（化学療法等） 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
平成19年度年間入院経路
8％
7％ 3％
2％
10％
32％
38％
図紹介なし自院外来（通院）経由予定入院
■紹介なし自院外来（通院）経由緊急入院
□紹介あり自院外来（通院）経由予定入院
□紹介あり自院外来（通院）経由緊急入院
腫他院からの予定即入院
国他院からの緊急即入院
■救急車以外で自宅より即入院
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4月　5月　6月　7月　8月　9月10月11月12月1月　2月　3月
團紹介なし自院外来（通院）経由予定入院
■紹介なし自院外来（通院）経由緊急入院
□紹介あり自院外来（通院）経由予定入院
ロ紹介あり自院外来（通院）経由緊急入院
■他院からの予定即入院
圖他院からの緊急即入院
■救急車以外で自宅より即入院
入　院　経　路 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月1月 2月 3月 累計
紹介なし自院外来（通院）経由予定入院 36 30 31 42 25 22 38 25 34 16 33 29 361
紹介なし自院外来（通院）経由緊急入院 22 30 29 30 22 21 27 30 36 18 19 19 303
紹介あり自院外来（通院）経由予定入院 7 5 11 7 8 9 6 4 12 4 9 11 93
紹介あり自院外来（通院）経由緊急入院 1 1 1 0 3 1 3 1 1 1 2 2 17
他院からの予定即入院 13 11 3 5 8 5 7 8 2 3 4 6 75
他院からの緊急即入院 6 10 6 10 4 4 1 6 6 4 6 7 70
救急車以外で自宅より即入院 3 0 3 3 1 3 0 6 0 3 2 1 25
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平成19年度年間転帰
28％
園治癒
□不変
闇死亡（主傷病による）
圏その他
■軽快
口増悪
回死亡（主傷病以外による）
60
50
40
30
20
10
0
4月　5月　6月　7月　8月　9月10月11月12月1月　2月　3月
國治癒
□不変
■死亡（主傷病による）
■その他
■軽快
□増悪
國死亡（主傷病以外による）
転　　　帰 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 累計
治癒 3 3 3 1 2 4 1 5 5 3 3 3 36
軽快 47 50 43 49 36 32 44 51 57 29 39 42 519
不変 29 20 29 29 22 17 25 18 17 15 26 20 267
増悪 1 7 3 5 2 1 2 3 1 0 1 1 27
死亡（主傷病による） 2 3 2 3 1 5 4 2 6 1 3 4 36
死亡（主傷病以外による） 4 2 1 4 3 0 3 0 1 1 1 0 20
その他 2 2 3 6 5 6 3 1 4 0 2 5 39
平成19年度年間退院経路
1．0％
11．2％
12．0％　　0．3％　　7・4％
団外来へ通院（当院）■外来へ通院（他院）ロその他（再入院等）
口転院 ■転所 團終了
80
70
60
50
40
30
20
10
0
4月　5月　6月　7月　8月　9月　10月11月12月　1月　2月　3月
團外来へ通院（当院）
□その他（再入院等）
■転所
■外来へ通院（他院）
□転院
圖終了
退　院　経　路 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 ！2月 1月 2月 3月 累計
外来へ通院（当院） 62 55 64 62 46 41 57 48 70 37 50 51 643
外来へ通院（他院） 8 9 5 14 8 10 6 11 11 6 8 10 106
その他（再入院等） 0 2 1 0 2 1 0 0 1 0 0 2 9
転院 10 15 10 12 11 5 11 15 2 4 12 6 113
転所 0 0 1 0 0 1 0 1 0 0 0 0 3
終了 8 6 3 9 4 7 8 5 7 2 5 6 70
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平成19年度退院分　疾病構成
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感染症および寄生虫症（AOO－B99）（25件男7女18）
原発性悪性新生物（25件男14女11）
続発性悪性新生物（4件男3女1）
良性新生物（5件男3女2）
血液および造血器の疾患ならびに免疫機構の障害（D50－D89）（件12男9女3）
内分泌，栄養および代謝疾患（EOO－E90）（51件男26女25）
精神および行動の障害（FOO－F99）（10件男3女7）
神経系の疾患（GOO－G99）（127件男114女13）
耳および乳様突起の疾患（H60－H95）（12件男1女11）
循環器系の疾患（100－199）（175件男102女73）
呼吸器系の疾患（JOO－J99）（302件男183女119）
消化器系の疾患（KOO－K93）（45件男23女22）
皮膚および皮下組織の疾患（LOO－L99）（6件男2女4）
筋骨格系および結合組織の疾患（MOO－M99）（8件男3女5）
腎尿路生殖器系の疾患（NOO－N99）（100件男54女46）
症状，徴候および異常臨床所見・異常検査所見で他に分類されないもの（ROO－R99）（7件男4女3）
損傷中毒およびその他の外因の影響（SOO－T98）（28件男17女11）
100％
回第1章
■第1章
□第1章
□第H章
■第十章
囮第w章
■第V章
目第VI章
■第V皿章
國第医章
□第X章
［］第XI章
■第XI章
■第X皿章
■第XIV章
■第XV皿章
聡第XIX章
□第XXI章健康状態に影響をおよぼす要因および保険サービスの利用（ZOO－Z99）（2件男1女1）
平成19年度退院分　疾病統計
［CD－10 第1章　　感染症および寄生虫症（AOO－B99） 小計 男 日数 女 日数 平均在院日数AO81 ノーウォーク様ウイルスによる急性胃腸炎 2 2 15 7．5
AO9 感染症と推定される下痢および胃腸炎 10 1 3 9 72 7．5
A151 肺結核、培養のみにより確認されたもの 1 1 144 144．0A165 結核性胸膜炎、細菌学的または組織学的に確認の記載がないもの 1 1 99 99．0
A199 粟粒結核，詳細不明 1 1 236 236．0A319 肺非結核性抗酸菌感染症 3 3 6 2．0
A490 ブドウ球菌感染症、詳細不明 1 1 7 7．0
BOO5 ヘルペスウイルス（性）眼疾患 1 1 4 4．0
B279 伝染性単核症詳細不明 1 1 9
B441 その他の肺アスペルギルス症 1 1 8
9．O
≠
B909 呼吸器および詳細不明の結核の続発・後遺症 3 3 92 30．7
小　計 25 7 209 18 486 27．8
ICD－10第1章　　原発性悪性新生物 小計 男 日数 女 日数 平均在院日数C340 主気管支 1 1 8 8．0
C341 上葉，気管支または肺 9 3 107 6 326 48．1
G342 中葉気管支または肺 1 1 12 12．0
C343 下葉気管支または肺 11 9 438 2 6 4α4C349 気管支または肺部位不明 1 1 10 10．0
C381 前縦隔 1 1 948 948．0
C56 卵巣の悪性新生物 1 1 16 16．0
小　計 25 14 565 f1 1306 748
【CD－10 第K章　　続発性悪性新生物 小計 男 日数 女 日数 平均在院日数C771 胸腔内リンパ節 1 1 12 12．0
C798 その他明示された部位の続発性悪性新生物 2 2 15 7．5
C900 多発性骨髄腫 1 1 34 34．0
小計 4 3 27 1 34 153
ICD－10第E章　　良性新生物 小計 男 日数 女 日数 平均在院日数
D123 横行結腸 1 1 17 17．0
D126 結腸部位不明 1 1 4 4．0
D180一 血管腫，全ての部位　　一 1 」 40 40．0
D350 副腎 1 1 11 11．0
D374 結腸 1 1 9 90
小　計 5 3 30 2 51 162
ICD－10第皿章　　血液および造血器の　患ならびに免疫機構の障害（D50－D89） 小計 男 日数 女 日数 平均在院日数
D509 鉄欠乏性貧血群細不明 5 3 57 2 24 16．2
D619 無形成貧血，詳細不明 1 1 12 12．0
D62 急性出血後貧血 3 3 18 6．0
D693 特発性血小板減少性紫斑病 1 1 3 3．0
D70 無想粒球症 1 τ 13 13．0
D862 リンパ節サルコイドーシスを伴う肺サルコイドーシス 1 1 38 38．0
小　計 12 9 129 a 36 138
IGD－10第IV章　　内分泌，栄養および代謝疾患（EOO－E90） 小計 男 日数 女 日数 平均在院日数
EO39 甲状腺機能低下症詳細不明 2 1 20 1 22 21．0
EO50 びまん性甲状腺腫を伴う甲状腺中毒症 1 1 41 41．0
E109 インスリン依存性糖尿病合併症を伴わないもの 4 4 112 28．0
E111 インスリン非依存性糖尿病ケトアシドーシスを伴うもの 1 1 16 16．0
E112 インスリン非依存性糖尿病腎合併症を伴うもの 5 3 39 2 34 14．6
日14 インスリン非依存性糖尿病神経（学的）合併症を伴うもの 3 1 36 2 67 34．3
日15 インスリン非依存性糖尿病末梢循環合併症を伴うもの 1 1 9 9．0
E119 インスリン非依存性糖尿病合併症を伴わないもの 24 15 497 9 492 41．2
E43 詳細不明の重度たんぱくく蛋白〉エネルギー性栄養失調（症） 1 1 40 40．0
E660 過剰カロリーによる肥満（症） 1 1 59 59．0
E669 肥満（症）、詳細不明 2 2 52 26．0
E835 カルシウム代謝障害 1 1 25 25．0
E854 臓器く器官〉限局性アミロイドーシス〈アミロイド症〉 1 1 35 35．0
E86 体∫量減少（症） 2 首 57 1 13 35．0
E875 局カリウム＜K＞血症 1 1 1 1．0
E892 治　後副甲状腺〈上皮小体〉機能低下症 1 1 18 18．0
小　計 5i 26 アη． 25 908 33．0
1CD－10第V章　　精神および行動の障害（FOO－F99） 小計 男 日数 女 日数 平均在院日数
FO3 詳細不明の認知症 4 2 14 2 637 162．8
F329 うつ病エピソード，詳細不明 1 1 19 19．0
F410 恐慌性くパニック〉障害［挿間性発作性不安］ 1 1 2 2．0
F411 全般性不安障害 4 4 27 6．8
小計 10 3 33 7 666 69β
1GD－10第VI章　　神経系の疾患（GOO－G99） 小計 男 日数 女 日数 平均在院日数
G309 アルツハイマー〈Aizheimer＞病詳細不明 1 1 934 934．0
G459 一過性脳虚血発作，詳細不明 1 1 10 10D
G473 睡眠時無呼吸 123 110226 13 26
G4フ9 睡眠障害，群細不明 1 1 2
2．0
Q．0
G934 脳症くエンセファロパチ〈シ〉一〉，詳細不明 1 1 297 297．0
小　計． 127 望14 1469．　　13 変6 ．笥1£
ICD－10第豊島　　耳および乳様突起の疾患（H60－H95） 小計 男 日数 女 日数 平均在院日数
H810 メニエール〈Meniere＞病 1 1 10 10．0
H811
g812
良性発作性めまいく眩肇（症）〉 6 6 65 1α8
前庭神経炎 1 1 4 4．0
H813 その他の末梢性めまいく眩牽（症）〉 1 1 26 26．0
H814 中枢性めまいく眩畳（症）〉 2 1 3 1 2 2．5
H819 剛庭機能障害，詳細不明 1 1 6 6．0
小　計 12 1 3 11 1て3 9．7
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lCD一て0 第IX章　　循環器系の疾患（100－199） 小計 男 日数 女 日数 平均在院日数
1089 連合弁膜症，詳細不明 1 1 186 186．0
110 本態性（原発性〈1次性〉）高血圧（症） 18 6 121 12 150 15．1
1200 不安定狭心症 4 2 42 2 26 17．0
1201 記録されたれんく攣〉縮を伴う狭心症 6 4 34 2 7 6．8
1208 その他の型の狭心症 29 20 168 9 126 10．1
［209 狭心症詳細不明 1 1 3 3．0
【219 急性心筋梗塞、詳細不明 2 1 1 て 14 75
1253 心室瘤 1 1 5 5．0
1256 無痛性〈無症候性〉心筋虚血 9 5 26 4 17 4．8
1259 慢性虚血性心疾患，詳細不明 5 4 28 1 3 6．2
1309 急性心膜炎詳細不明 1 1 7 7．0
1319 心膜の疾患，詳細不明 2 て 3 1 18 10．5
1350 大動脈弁狭窄（症） 2 1 36 1 67 51．5
i420 拡張型心筋症 1 て 25 25．0
1441 房室ブロック，第2度 2 1 16 1 7 11．5
1442 房室ブロック，完全 2 2 33 16．5
1455 その他の明示された心ブロック 1 1 19 19．0
1472 心室（性）頻拍（症） 3 3 52 17．3
【48 心房細動および庸医 16 10 132 6 96 143
1491 心房（性）早期脱分極 2 1 1 1 2 1．5
1495 洞不全症候群 6 1 6 5 87 15．5
1499 不整脈，詳細不明 1 1 7 7．0
1500 うっ血性心不全 11 8 106 3 186 26．5
1509 心不全、詳細不明 33 20 て452 13 562 61．0
1513 心臓内血栓症，他に分類されないもの 2 2 80 40．0
1638 その他の脳梗塞 1 1 508 508．0
1674 高血圧性脳症 1 1 6 6．0
1690 くも膜下出血の続発・後遺症 1 1 892 892．0
【691 脳内出血の続発・後遺症 4 4 1997 499．3
1693 脳梗塞の続発・後遺症 2 2 907 453．5
1702 （四）肢の動脈のアテロームくくじゅく粥〉状〉硬化（症） 1 1 480 480．0
1841 その他の合併症を伴う内痔核 2 2 6 3．0
1871 静脈圧迫 1 1 5 5－0
1951 起立性低血圧（症） 1 1 5 5．0
小　計 175 1024668 734095 50．1
1CD－10第X章　　呼吸器系の疾患（JOO－J99） 小計 男 日数 女 日数 平均在院日数
JOO 急性鼻咽頭炎［かぜ1〈感冒〉 1 1 5 5．0
JO29 急性咽頭炎，詳細不明 1 1 5 5．0
JO69 急性上気道感染症 1 1 33 33．O
J101 その他の呼吸器症状を伴うインフルエンザ、インフルエンザウイルスが分離されたもの T 1 73 73．0
J13 肺炎レンサ球菌による肺炎 3 1 11 2 18 9．7
J14 インフルエンザ菌による肺炎 1 1 9 9．0
J157 マイコプラズマ肺炎 5 1 7 4 121 25．6
J159 細菌性肺炎，詳細不明 99 592220 401278 35．3
J209 急性気管支炎群細不明 6 4 188 2 26 35．7
J370 慢性喉頭炎 1 1 8 8．0
J42 詳細不明の慢性気管支炎 1 1 65 65．0
J431 汎小葉性肺気腫 11 7 482 4 90 52．0
J432 中心小葉性肺気腫 8 8 189 23．6
J439 肺気腫群雨不明 2 2 39 19．5
J448 その他の明示された慢性閉塞性肺疾患 8 4 145 4 236 47．6
J449 慢性閉塞性肺疾患，詳細不明 20 14 346 6 516 43．1
J450 アレルギー性喘息を主とする疾患 38 14 249 24 380 16．6
J459 喘息，詳細不明 1 1 7 7．0
J47 気管支拡張症 6 2 14 4 55 11．5
J679 詳細不明の有機粉じんく塵〉による過敏性肺臓炎 1 1 17 17．0
J690 食物および吐物による肺臓炎 1 1 984 984．0
J704 薬物誘発性間質性肺障害，詳細不明 3 3 58 19．3
J81 肺水腫 2 2 33 16．5
J82 肺好酸球症，他に分類されないもの 1 1 13 13．0
J841 肺線維症を伴うその他の間質性肺疾患 6 3 68 3 56 20．7
J848 その他の明示された間質性肺疾患 2 2 36 18．0
J849 間質性肺疾患、詳細不明 15 13 432 2 233 44．3
J851 肺炎を伴う肺膿瘍 3 3 86 28．7
J852 肺炎を伴わない肺膿瘍 2 2 76 38．0
J860 痩（孔）を伴う膿胸（症） 1 1 2 2．0
」869 痩（孔）を伴わない膿胸（症） 3 2 75 1 39 380
J90 胸水他に分類されないもの 7 5 98 2 34 18．9
J931 その他の自然気胸 14 12 454 2 13 33．4
J960 急性呼吸不全 2 1 2 1 1 1．5
J961 慢性呼吸不全 20 11 780 9 196 48．8
J980 気管支の疾患，他に分類されないもの 1 1 6 6．0
J981 肺のその他の障害 1 1 15 で5．0
J984 その他明示された呼吸器障害 2 2 945 472．5
J985 縦隔の疾患，他に分類されないもの 1 1 51 51．0
小　計 302 1838128 1193490． 38．5
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1CD－10第XI章　消化器系の疾患（KOO－K93） 小計 男 日数 女 日数 平均在院日数K250 胃潰瘍急性出血を伴うもの 3 1 4 2 41 15．0K254 胃潰瘍慢性または詳細不明、出血を伴うもの 1 1 34 34．0K257 胃潰瘍慢性，出血または穿孔を伴わないもの 1 1 148 148．0K291 その他の急性胃炎 3 3 12 4．0
K296 その他の胃炎 1 1 6 6．0
K317 胃および十二指腸のポリープ 1 1 2 2．0
K403 一側性または患側不明のぞけいく嵐径〉ヘルニア、閉塞を伴い，えく壊〉疽を伴わないもの 1 1 24 24．0K500 小腸のクローン＜Crohn＞病 1 1 2 2．0
K550 腸の急性血行障害 2 2 45 22．5
K562 軸捻（転） て 1 137 137．0
K573 穿孔または膿瘍を伴わない大腸の憩室性疾患 7 6 56 1 9 9．3
K589 下痢を伴わない過敏性腸症候群 1 1 2 2．0
K628 肛門および直腸のその他の明示された疾患 1 1 2 2．0
K635 大腸く結腸〉のポリープ 10 5 10 5 12 2．2
K650 急性腹膜炎 2 1 10 1 134 72．0
K746 肝線維症および詳細不明の肝硬変・その他および詳細不明の肝硬変・・ 1 1 15 15．0
K750 肝膿瘍 2 1 7 1 2 4．5
K768 その他の明示された肝疾患 1 1 15 15．0
K802 胆のう炎を伴わない胆のう結石 1 1 4 40K810 急性胆のう〈嚢〉炎 1 1 2 2．0
K911 顕正術後症候群 1 1 8 8．0
K922 胃腸出血，詳細不明 2 1 2 1 6 4．0
小計 45 23 341 22 410 16．7
ICD－10第XH章　皮膚および皮下組織の疾患（LOO－L99） 小計 男 日数 女 日数 平均在院日数LO40 顔面，頭部および頚部の急性リンパ節炎 2 2 14 7．0
L270 薬物および薬剤による全身の発疹 1 1 5 5．0
L509 じんまく尊麻〉疹、詳細不明 1 1 2 2．0
L519 多形紅斑，詳細不明 1 1 12 12．0
L97 下肢の潰瘍、他に分類されないもの 1 1 505 505．0
小　計 6 2 14 4 524 89．7
ICD－10第X皿章　筋骨格系および結合組織の疾患（MOO－M99） 小計 男 日数 女 日数 平均在院日数M1006特発性痛風下腿 2 2 14 7．0
M179 膝関節症、詳細不明 1 1 35 35．0
M4639椎間板の感染症（化膿性）部位不明 て 1 11 11．0
M4802脊柱管狭窄（症）頚部 1 1 63 63．0
M5456下背部痛腰部 1 1 38 38．0
M6009感染性筋炎部位不明 1 1 32 32．0
M6259筋の消耗および萎縮，他に分類されないもの 1 1 254 254．0
小　計 8 3 268 5 179 559
IGD－10第XIV章　腎尿路生殖器系の疾患（NOO－N99） 小計 男 日数 女 日数 平均在院日数
NO28 反復性および持続性血尿 1 1 4 4．0
NO30 慢性腎炎症候群軽微糸球体変化 2 1 4 1 5 4．5
NO35 慢性腎炎症候群びまん性メサンギウム毛細管性糸球体腎炎 1 1 17 17．0
NO38 慢性腎炎症候群その他 5 2 9 3 14 4．6
NO39 慢性腎炎症候群，詳細不明 2 2 11 5．5
NO40 ネフローゼ症候群，軽微糸球体変化 1 1 78 78．0
NO43 ネフローゼ症候群、びまん性メサンギウム増殖性糸球体腎炎 1 1 10 10．0
NO49 ネフローゼ症候群，詳細不明 3 2 145 1 16 53．7
N10 急性尿細管間質性腎炎 5 1 48 4 49 19．4
N179 急性腎不全，詳細不明 1 1 37 37．0
M80 末期腎疾患 69 41 2133 281868 58．0
N188 その他の慢性腎不全 1 1 90 90．0
N258 腎尿細管機能障害から生じたその他の障害 2 2 25 12．5
N280 腎虚血および腎梗塞 1 1 5 5．0
N289 腎および尿管の障害，詳細不明 1 1 12 12．0
N300 急性膀胱炎 1 1 17 17．0
N308 その他の膀胱炎 1 1 9 9．0
N390 尿路感染症，部位不明 2 1 2 1 12 7．0
小　計 100 542396 462224 46．2
ICD－10第X皿章　症状，徴候および異常臨床所見・異常検査所見で他に分類されないもの（ROO－R99）小計 男 日数 女 日数 平均在院日数
R262 歩行困難他に分類されないもの 1 1 9 9．0
RO42 喀血 1 1 3 3．0
RO48一． 気道のその他の部位からの出血 1 1 14 14．0
RO91 胸膜炎 1 1 9 9．0
R509 発熱詳細不明 1 1 9 9．0
R579 ショック，詳細不明 i 1 48 48．O
R600 限局性浮腫 1 1 35 35．0
小　計 7 4 74 3 53 18」
ICD－10第XIX章　損傷，中毒およびその他の外因の影響（SOO－T98） 小計 男 日数 女 日数 平均在院日数
SO260下顎骨骨折閉鎖性 1 1 5 5．0
TO210胸部〈郭〉の骨折，下背部および骨盤部の骨折を伴うもの 1 1 73 73．0
T597 二酸化炭素 2 2 42 21．0
丁733 働き過ぎによる消耗 1 1 19 19．0
T782 アナフィラキシーショック，詳細不明 1 1 5 5．0
T809 輸液，輸血および治療用注射に続発する詳細不明の合併症 9 7 73 2 24 10．8
T824 血管透析カテーテルの機械的合併症 3 2 9 1 9 6．0
T825 その他の心臓および血管の人工器具および挿入物の機械的合併症 1 1 3 3．0
T828 心臓および血管めプロステーシス、挿入物および移植片のその他の合併症 3 2 35 1 2 12．3
T856 その他の明示された体内プロステーシス，挿入物および移植片の機械的合併症 1 1 23 23．0
T857 その他の体内プロステーシス、挿入物および移植片による感染症および炎症性反応 4 4 74 18．5
↑886 適正に投与された正しい薬物および薬剤の有害作用によるアナフィラキシーショック 1 1 7 7．0
小　計 28 17 釦1 11 192 14．4
ICD－10第XXI章健康状態に影響をおよぼす要因および保険サービスの利用（ZOO－Z99） 小計 男 日数 女 日数 平均在院日数
ZO35 その他の循環器系の疾患の疑いに対する観察 2 1 3 1 3 3．0
小　計 2 1 3 t 3 3．0
計
944
男
569
延日数
19345
女
375
延日数平均在院日数
14796 362
疾病統計 当院の退院時要約より主病名をWHO国際疾病分類IGD10（international　Classificati。n　of　Diseases）2003年版準拠に基づいて算定する。
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